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研究成果の概要（和文）： 本研究では、環インド洋地域を構成する南アジア、東南アジア、西

アジア／中東について、イスラーム、ヒンドゥー教、仏教が 20 世紀後半から宗教復興を遂げ

ている状況を調査し、社会と宗教がともに現代的なテクノロジーによって変容している実態を

解明した。特に先端医療の発展によって、宗教的な生命倫理が再構築されていることが明らか

となった。 
 
研究成果の概要（英文）： In this project, the three major religions of the Indian Ocean 
Regions, namely, Islam, Hinduism and Buddhism in South, Southeast and West Asia/Middle 
East, were studied with regard to their religious revival in the late 20th and early 21st 
centuries, and we found that modern technologies have transformed both society and 
religion in these areas.  The reformulation of faith-based bioethics accompanying the 
latest medical innovations certainly deserves special attention. 
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研究分野：複合新領域 
科研費の分科・細目：地域研究 
キーワード：地域間比較研究・環インド洋 
 
１．研究開始当初の背景 
 インド洋を取り囲む南アジア、西アジア／
中東、東南アジアを包摂する地域は、世界経
済にとって重要な地域であると同時に、イス
ラーム、ヒンドゥー教、仏教にとって中心的
な地域と考えられている。経済発展と宗教復
興の顕在化によって、近代化や発展と固有の
文化的価値との関係が重要な研究課題とな
ってきた。 

 宗教復興では、①伝統的な宗教の持続性、
②宗教伝統の再活性化、③新しい革新的な宗
教思想の現代的展開、という３つの要素が複
合的に絡み合うが、それを現代的な宗教理解
に役立てる研究は少なかった。そこで総合的
地域研究の対象としてこれを取り上げ、政治
や社会などとの結びつき、グローバル化の中
で共時的に進行する科学・技術の発展との連
関、新しい生命倫理観の誕生や宗教の現代化
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などについて、理論的な枠組みの構築をめざ
すとともに、当該地域の実証的な調査・研究
をおこなうこととなった。 
 
２．研究の目的 
 主たる目的は、環インド洋地域における宗
教復興の共時的な実態の把握、それに立脚し
た新しい宗教理解である。そのために特に、
宗教とテクノロジー社会との接合、生命と宗
教倫理の結びつきに焦点を当てて考察を進
める。これとともに新しい宗教理解を目指し
て、グローバル時代の宗教復興をあつかう総
合的地域研究モデルの確立をめざす。 
 より具体的には、①科学技術社会、高度情
報化・インターネット・バーチャルリアリテ
ィーなどと、宗教思想および宗教実践との関
係といった今日的な状況、それにともなう宗
教伝統の近代化・現代化への対応、②先端的
医学（特に遺伝子操作、臓器移植など）と伝
統的宗教倫理との関係、現代的環境への宗教
思想および宗教実践の対応、生命・身体・環
境などに関わる新しい宗教的な倫理、そのよ
うな宗教倫理が社会において果たす役割、な
どを明らかにすることをめざす。 
 
３．研究の方法 
 文理融合をめざす総合的地域研究の手法
に基づいて、原典研究や臨地調査の「相互乗
り入れ」をおこない、宗教復興を共時的に把
握することを通じて、グローバル時代の宗教
復興をあつかえるような理論的考察を深め
る。 
 特に臨地調査（フィールドワーク）では、
南アジア、西アジア／中東、東南アジアの専
門家がそれぞれ他の地域に「相互乗り入れ」
して実施し、越境による触発と地域比較によ
って、新たな知見を求める。 
 
４．研究成果 
 環インド洋地域を構成する南アジア、東南
アジア、西アジア／中東について、臨地調査
の「相互乗り入れ」を含めて、総合的地域研
究の手法を発展させつつ、多くの知見を得る
ことができた。イスラーム、ヒンドゥー教、
仏教が 20 世紀後半から宗教復興を遂げてい
る状況を精査・比較する中で、法規定を重視
し、宗教的に社会を律しようとする傾向が強
いイスラームと、宗教と社会が融和的に変容
しているヒンドゥー教、仏教との違いも明ら
かとなった。いずれの場合でも、政治・経済・
社会の諸領域は近代的な政教分離モデルの
ようには分岐せず、その分だけ宗教の社会的
な機能が強く働いていることが判明した。こ
れに基づいて、地域研究的な宗教モデルの基
礎を置くことに成功したと言えよう。いずれ
の地域でも、現代的なテクノロジーによって
社会も宗教も大きく変容しており、宗教の実

態もそのような技術革新の影響を受け、また
それに対応して新しい内容や実践を持つよ
うになっている。特に先端医療の発展によっ
て、生命倫理の再構成がどの社会でも重要と
なっているが、環インド洋地域では宗教思想
に基づく生命倫理が再構築され、人びとの指
針となっていることが明らかとなった。 
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